
 

 

 

令和５年度より交通事故対策

活動の一環として、登下校時に

おける交通事故未然防止を目的

とした自転車乗車用ヘルメット

の寄贈を実施しています。 

今般、県教育委員会において

高校生に自転車のヘルメット着

用を促し、安全意識を高めても

らおうとモニター事業として

『Bicycle
バ イ シ ク ル

 Monitor
モ ニ タ ー

 Project
プロジェクト

（以

下「本プロジェクト」という。）』

が開始され、当協会も本プロジ

ェクトに協力し、合計約１００

個の自転車乗車用ヘルメットを

寄贈します。 

本プロジェクトは、モニター

として登下校時に自転車用ヘル

メットを着用してもらい、他の

生徒や地域への模範となる行動に繋がることを期待し実施しており、本プロジェクトへの

協力校である和歌山北高等学校の生徒に委嘱状の交付が行われました。 

 今後は、さらに協力校の県立高校他２校にもヘルメットが配布される予定です。 

上記の新聞記事は、本プロジェクトについて、和歌山市を中心とする県北部地方の日刊

紙「わかやま新報」に大きく取り上げられた掲載記事です。 

 

 自転車乗車用ヘルメットを寄贈！！ 

【わかやま新報（令和 5年 12月 12日掲載）】 


